
鹿児島大学リポジトリ



機関リポジトリとは

 Repository : 貯蔵所、知識などの宝庫

 学術成果コレクションを電子出版・長期

保存・一般公開するためのシステム

無料で世界へ発信を可能にする

国際的な仕組み



研究者にとってのメリット

 研究成果の可視性が高まる

 論文の被引用率アップ

 雑誌掲載した論文をサーバ上で

継続的に管理



鹿児島大学のメリット

 大学としての研究成果等の説明責任の

遂行

 鹿児島大学の持つ学術情報の一元的、

継続的管理

 大学のブランド力の向上



鹿児島大学リポジトリ

鹿児島大学附属図書館ホームページ

Repository をクリック



http://ir.kagoshima-u.ac.jp/

リポジトリTOPページ

約2,360件のデータを登録 （ 2007年11月1日現在）

--紀要論文約2,300件、雑誌掲載論文約50件、博士論文3件、科研費報告2件

鹿児島大学リポジトリ



本文ファイル
(通常はPDF)

論文に関する目録情報
=メタデータ

リポジトリ詳細表示



オープン
アクセス

本文の公開

電子ファイル
の送付

メタデータ
の公開

メタデータ
の付与

研究者が行うこと

研究成果（論文など）

の提供

図書館が行うこと

データの登録

索引の付与



リポジトリでの公開と著作権委譲

＜海外出版社＞

 出版社の７５％、学術雑誌の９３％が何ら
かの形で自主保管・公開を認めている

 通常は、著者最終稿

 希に出版社版の保管・公開を認める場合
もある

詳細情報：SHERPA: Publisher copyright 
policies & self-archiving 
(http://www.sherpa.ac.uk/romeo.php)

http://www.sherpa.ac.uk/romeo.php


＜国内雑誌＞

国立大学図書館協会が調査して速報が公開

 国際会議の会議録など、著作権の取り決め
がない場合、著者の許諾で登録・公開が可能

 紀要、学位論文は大学に著作権を譲渡・公開
する契約を交わす

リポジトリでの公開と著作権委譲



収集対象コンテンツ

 学内発行の紀要

 教材

 ポストプリント

（学術雑誌に投稿された査読済の論文 ）

 博士論文

 会議発表論文

など



鹿児島大学リポジトリへの登録

セルフアーカイブ（研究者自身によるコンテンツ登録）も可能です

オンラインサービス（文
献複写申込等）のID、

パスワードで
ログイン可能

論文の投稿・確認をクリック

オンラインサービスについての問い合わせ先

•中央図書館資料サービス係 (内線7435)

•桜ヶ丘分館情報サービス係 (内線5205)

•水産学部分館図書課係 (内線4051)



登録してもすぐに公開はされません。

図書館で著作権処理等を行った後、
公開します。

必須入力項目は
・タイトル
・著者名
・作成日

鹿児島大学リポジトリへの登録



最後に･･･

 ご提供いただいた研究成果を図書館
が責任を持って保存、発信します。

 登録されたコンテンツは世界中から

アクセス可能です。



論文などのコンテンツを

ご提供ください

学術情報部学術コンテンツ係

リポジトリへのご協力をよろしくお願いいたします


